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会員さんクローズアップ

T A L K

「新型コロナウイルス感染症
　　 総合相談窓口」を設置しています。

特集

写真/南林寺墓地由緒墓にある剣豪の墓（鹿児島市南林寺町）
[詳しくは、1ページのコラム「鹿児島県のスポーツ・武道にゆかりの地を辿る」をご覧ください]

　新型コロナウイルス支援対策
（資金繰り・助成金・給付金 等）
等、様々な情報をいち早くお届
けするため、メールアドレスの
登録をお願いしています。
　是非ともご登録ください。

メールアドレス
登録フォームは
　　　こちら▶

メールアドレス
登録のお願い
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　明治2（1896）年の廃仏毀釈によって廃寺となった寺院の

ひとつに、南林寺がある。島津家15代貴久の菩提寺として

創建された寺院で、現在は貴久を御祭神として松原神社が寺

院のあった場所に鎮座している。南林寺は、鹿児島城下に

あったことから、江戸期に活躍した薩摩藩士らの菩提寺とし

ての役割を担っていた。ただ、墓は大正8（1919）年から市

街地の開発によって郊外への移設が推進され、現在は由緒の

ある方々の墓が一カ所に整理されている。その中には、薩摩

藩を代表する剣豪らの墓もある。今回は、野太刀自顕流（薬

丸流）に関する人物の墓をご紹介したい。

　まずは、野太刀流自顕流の創始者である薬丸兼陣。墓の側

面には「薬丸如水　年八十三歳」と刻まれ、正面の文字から

は元禄2（1685）年8月5日に亡くなったことが分かる。薬

丸兼陣の祖父は、関ヶ原の戦いなどに従軍した薬丸壱岐守。

兼陣は、示現流の創始者である東郷重位に剣術を学び、後に

野太刀自顕流を成すようになった。その兼陣の子である新蔵

こと兼福の墓もある。父の始めた野太刀自顕流を継ぎ、藩で

は御兵具奉行を務め、江戸の藩邸にも入っていた。墓には元

禄6（1693）年に亡くなったことが記され、父の死とそう遠

くない時期に没したことがわかる。

　時代は下るが、薬丸家としてはもうひとり兼義の墓があ

る。兼義は、文化2（1805）年に生まれ、活躍した時期は幕

末期である。やはり薬丸流を継いでいることから、門人もた

くさんおり、幕末・明治維新期に活躍した人物を数多く輩出

している。生麦事件においてイギリス人の殺傷に関わった海

江田信義、寺田屋事件に関わった初代鹿児島県令の大山綱

良、江夏仲左衛門、さらに若き東郷平八郎も兼義に剣術を教

わったという。兼義が亡くなったのは明治11（1878）年

で、享年74歳であった。

　このように南林寺由緒墓は、野太刀自顕流（薬丸流）に

とってまさに聖地と表現できる場といえる。
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◆南林寺墓地由緒墓にある剣豪の墓（鹿児島市南林寺町）

期日 件　　名

ワンストップ専門相談会　13:30～16:00　於：13階

かごしま検定　第41回マスター、第39回シニアマスター、
第27回グランドマスター試験　於：14階ほか

かごしま検定申し込み締切
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※予定は変更になる場合があります。
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新型コロナウイルス総合相談窓口

　マル経融資は商工会議所の推薦により保証人も担保も不要で、日本政策公庫国民生活事業から貸
し出される融資制度です。今回新型コロナウイルス感染症の影響で最近1か月の売上が前年または
前々年の同期と比較して5％以上減少した小規模事業者を対象に通常のマル経とは別枠・優遇金利
（▲0.9％）で融資を行います。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、最近1ヵ月の売上高が前年または前々年の同期と比較
して5％以上減少している方

※一部の対象者については、別途決定される実施機関から利子補給され、当初3年間が実質無利子となります。

　既にマル経で借入をされている方も借り換えが可能です。

資金繰り 新型コロナウイルス対策マル経資金（実質無利子）

通常のご融資額 ＋ 別枠1,000万円

＜ご融資限度額＞
【当初3年間】1.21%－ 0.9％（0.31％）（別枠の1,000万円以内）

【4年目以降】1.21

＜利率＞

鹿児島商工会議所は
「新型コロナウイルス
  総合相談窓口」を設置しています
以下のような相談に対応しています。

1．資金繰り 2．助成金 3．給付金 4．その他経営相談
▶鹿児島商工会議所では、各種分野のご相談に対応しています。窓口またはお電話等にて
お気軽にお問合せください

[平日(月～金)　9：00～17：30]

新型コロナウイルス総合相談窓口
（鹿児島商工会議所 中小企業支援センター内）
鹿児島市東千石町1-38アイムビル13階

【お問合せ先】

TEL：099-225-9533
もしくは 099-225-9534

○上記に加えて全ての個人事業者及び法人小規模事業者の方で売上高が15％減少の要件を満たせば更に利子

　補給が行われ実質無利子になります。

○日本政策金融公庫の既存借入の借換も実質無利子の対象となります。

□小規模事業者向け※の融資制度

□融資には商工会議所の経営指導員の経営指導が必要など一定の要件が必要です。初めてご利用の方は

　お気軽にご相談ください！

※小規模事業者とは（法人役員並びに個人事業主、家族従業員、パート、アルバイトを除く従業員数が以下の場合）

0.31％ 1,000万円
金利（固定金利） 融資限度額（別枠）

（R2.5.1現在）

製造業、建設業、運輸業、その他業種（宿泊業、娯楽業を含む）
20人以下 5人以下

卸売業・小売業・サービス業

（通常マル経金利1.21％−0.9％引下げ） （通常マル経限度額2,000万円）
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新型コロナウイルス総合相談窓口

　日本政策金融公庫が、新型コロナウイルス感染症による影響を受け業況が悪化した事業者に対し、
通常の融資枠とは別枠の制度を創設しました。

【融資対象】
   新型コロナウイルス感染症の影響を受けて一時

的な業況悪化を来たし、次の①または②のいずれ

かに該当する方。

①最近1ヶ月の売上高が前年又は前々年の同期と

比較して5％以上減少した方

②業歴３ヶ月以上１年１ヶ月未満の場合等は、最

近１ヶ月の売上高が、次のいずれかと比較して

５％以上減少している方

a 過去３ヶ月（最近１ヶ月を含む）の平均売上高

b 令和元年12月の売上高

c 令和元年10月～12月の売上高平均額

※個人事業主（事業性のあるフリーランスを含み、

小規模事業者に限る）は、影響に対する定性的な

説明でも柔軟に対応します

【適用対象】
①個人事業主（事業性のあるフリーランス含み、

　小規模事業者に限る）：要件なし 

②小規模事業者（法人事業者）：売上高▲15％減少 

③中小企業者（上記①②を除く事業者）

　：売上高▲20％減少

【利子補給】
・期間：借入後当初3年間

・補給対象上限：中小事業1億円

　　　　　　　　国民事業3,000万円

【資金の使いみち】運転資金、設備資金

【担保】無担保

【貸付期間】
設備20年以内、運転15年以内

（うち据置5年以内）

【融資限度額】
中小企業事業3億円、国民生活事業6,000万円

【金利】
当初3年間 基準金利▲0.9％、4年目以降基準金利

中小企業事業1.11％→0.21％、

国民生活事業1.36％→0.46％

【利下げ限度額】
中小企業事業1億円、国民生活事業3,000万円

日本政策金融公庫

　特に影響の大きい事業性のあるフリーランスを含む個人事業主、また売
上高が急減した事業者などに対して、利子補給を行うことで資金繰り支援
を実施しています。

特別利子補給制度

新型コロナウイルス感染症特別貸付

小規模企業共済 特例緊急経営安定貸付

▶当所では、日本政策金融公庫(国民生活事業)からの融資を希望する会員事業所に対し、申込書等の作成のお手

　伝いと申込書類一式を公庫に代わって受付致します。

　【対象】
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けて業

績が悪化したことにより、1か月の売上高が前

年又は前々年度の同期と比較して5％以上減少

した、貸付資格を有するすべての契約者。

・借 入 額：50万円～2,000万円（掛金の7割～9割）
・借入期間：500万円以下は4年、505万円以上は6年
・利　　率：0％（無利子）

【お問い合わせ】
 ・ 鹿児島商工会議所
　  TEL : 099-225-9533 / 099-225-9534

【お問い合わせ】
 ・鹿児島商工会議所 TEL : 099-225-9533 / 099-225-9534
 ・日本政策金融公庫（国民生活事業 TEL : 099-224-1242）
 ・日本政策金融公庫（中小企業事業 TEL : 099-223-2221）
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【融資対象】
鹿児島県内で事業を営んでいる中小企業者及び組

合で、新型コロナウイルス感染症の影響により、

経営に支障を来しているもの。原則として、最近

１か月間の売上高かつ、その後2か月間を含む3

か月間の売上高等が前年同月比において、次のい

ずれかを満たすもの。

① 5％以上減少(個人事業主かつ小規模事業者に限る)

② 15％以上減少　

【資金使途・融資限度額】
運転資金・設備資金　4,000万円

【融資期間（据置期間）】
10年以内（5年以内）

※3,000万円超の部分（10年以内(2年以内)）

【信用保証料率】
年０％（全額補助）

【利率（固定金利）】
年１.４％～１.９％

（返済年数により金利が異なります。）

【利子補助率】
1.9％以内

3,000万円まで（３年間）

3,000万円超の部分(１年間) 

【融資の申し込み手続き】
申込窓口は取扱金融機関になります。

資金の利用に当たって、売上高等の減少について

鹿児島市の認定が必要となります。

【利子補助】
融資までの流れ】

(1) 金融機関へ相談・申込。

　  希望の金融機関に保証付き融資を申し込む。

(2) 金融機関がセーフティネット保証4号・5号・危

　  機関連保証の認定について鹿児島市へ代理申請

　  を行う。

　　　   

(3) 金融機関から県信用保証協会に保証依頼を行う。

【必要書類】
○認定申請

・認定申請書

・売上高等が確認できる書類（試算表，売上台帳等）

○融資申込

・鹿児島市の認定を受けた認定申請書

・信用保証委託申込書（信用保証機関の所定様式）

・借入申込書（取扱金融機関の所定様式）

・中小企業制度資金融資申込書

・納税証明書（市県民税等)

・その他、金融機関が求める書類

【支給対象】
　3月、4月、5月のいずれかの売上高が前年同月に比

して20％以上50％未満減少している中小企業者、個人

事業者。（小売業、飲食サービス業等業種指定あり）

【対象業種】
小売業、物品賃貸業（自動車賃貸業等）、宿泊業、

飲食サービス業、生活関連サービス業、教育・学

習支援業、医療・福祉

　新型コロナウイルス感染症により売上が
減少し、事業継続が困難になっている中小
企業に支援金（上限30万円）を給付します。

　鹿児島県が、新型コロナウイルス感染症による影響を受けている中小企業者・小規模事業者に対
し、融資制度を拡充しました。

鹿児島県融資制度 新型コロナウイルス関連緊急経営対策資金

新型コロナウイルス総合相談窓口

鹿児島市支援金 事業継続支援金

【お問い合わせ】
 ・鹿児島商工会議所
 　TEL : 099-225-9533 / 099-225-9534
 ・鹿児島県中小企業支援課
 　TEL : 099-286-2946

【お問い合わせ】
 ・ 鹿児島商工会議所　TEL : 099-225-9533 / 099-225-9534

▶3千万円まで実質無利子化(3年間)　▶要件緩和(売上高▲5%以上の個人事業主(小規模)を追加)
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【助成内容】
　休業を実施した場合に支払った休業手当に相当

する額を助成。（上限1人1日当たり8,330円）。
　休業等の初日が令和2年1月24日以降に遡って適

用可能となりました。

【対象者・生産指標の要件】
　生産指標要件は3ヶ月で10％以上減少が必要で

したが、緊急対応期間の間は1ヶ月で5％以上減少
へと緩和されました。（※生産指標の確認は提出

があった月の対前年同月比で確認します。）

【助成率】
　中小企業2/3、大企業1/2

　緊急対応期間は中小企業4/5、大企業2/3
　解雇等を行わない場合、中小企業9/10、大企
業3/4
※県の要請に協力し休業を行っており、労働者に
対し上限額（8,330円）以上で100％休業手当
を支払っている場合は10/10（4/25発表）　

【支給限度日数】
　1年間で100日（3年間で150日）

　緊急対応期間は別枠で利用できます。

【特例措置】
①すでに休業を実施し、休業手当を支給している

場合でも、令和2年6月30日までは事後提出が可

能。

②新規学卒採用者など、雇用保険被保険者として

継続して雇用された期間が6ヶ月未満の労働者

も対象。

③事業主と雇用関係にある週20時間未満の労働者

（パート、アルバイト等）も対象。

④最近3ヶ月の雇用量が増加していても補助対象。

⑤過去に受給したことがあって、1年を経過してい

なくても補助対象。その場合、支給限度日数か

ら過去の受給日数を差し引きません。

⑥休業等の延べ日数が対象労働者に係る所定労働

日数を1/40（中小企業）、1/30（大企業）以上

に緩和。

⑦短時間休業の要件を緩和。（以下の要件も支給

対象）

　◦立地が独立した部門ごとの短時間休業（部

署・部門ごとの休業）

　◦常時配置が必要な者を除いた短時間休業（職

種・仕事の種類ごとの休業）

　◦同じ勤務シフトの労働者が同じ時間帯に行う

短時間休業（勤務体制ごとの短時間休業）

【支給対象】
　新型コロナウイルス感染症の影響により、売上

が前年同月比で50％以上減少している者。資本金

10億円以上の大企業を除き、中堅企業、中小企業、

小規模事業者、フリーランスを含む個人事業者を

広く対象とします。

　また、医療法人、農業法人、ＮＰＯ法人、社会

福祉法人など、会社以外の法人についても対象と

なります。

【給付額】
　法人：200万円、個人事業者：100万円
※昨年1年間の売上からの減少分が上限。

【申請方法】
①持続化給付金ホームページへアクセス。

②申請ボタンを押して、メールアドレスを入力。

③入力したメールアドレスから本登録。

④マイページを作成し、基本情報・売上額・口座

情報を入力

⑤必要書類を添付し、申請。

　経済上の理由により事業活動の縮小を余儀なくされた事業主が、労働者に対して一時的に休業、教育
訓練又は出向を行い、労働者の雇用維持を図った場合に、休業手当、賃金等の一部を助成するものです。
　緊急対応期間（令和2年4月1日～6月30日）で、特例措置が拡充されています。

　感染症拡大により、特に大きな影響を受ける事業者に対して、
事業の継続を下支えし、再起の糧としていただくため、事業全般
に広く使える給付金を支給します。

助成金・給付金 雇用調整助成金
新型コロナウイルス関連

持続化給付金

【お問い合わせ】
　鹿児島商工会議所
　産業振興部　TEL : 099-225-9540
　企業支援部　TEL : 099-225-9533
　　　　　　　　　　099-225-9534

【お問い合わせ】
　鹿児島商工会議所　産業振興部
　TEL : 099-225-9540
　鹿児島労働局　職業安定部　職業対策課
　TEL : 099-219-8713

詳細はこちらの厚生労働省の
ホームページからご参照ください。

新型コロナウイルス総合相談窓口
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新型コロナウイルス総合相談窓口

　2020年2月から納期限までの一定の期間（1ヶ

月）において、事業収入が減少（前年同月比▲

20％以上）したすべての事業者について、無担

保かつ延滞税なしで納税を猶予します。法人税や

消費税、固定資産税など、基本的にすべての税が

対象となります。

・原則、1年間納税猶予が認められます。

・担保の提供は不要です。

・猶予期間中の延滞税が免除されます。

【納付の猶予】
　次のいずれかに該当する場合であって、厚生年

金保険料等を一時的に納付することが困難な時は、

管轄の年金事務所を経由して地方（支）局長へ申

請することにより、納付の猶予が認められる場合

があります。

①財産について災害を受け、または盗難にあった

こと

②事業主またはその生計を一にする親族が病気に

かかり、または負傷したこと

③事業を廃止し、または休止したこと

④事業について著しい損失を受けたこと

【換価の猶予】
　厚生年金保険料等を一時に納付することにより、

事業の継続等を困難にするおそれがあるなどの一定の

要件に該当するときは、納付すべき保険料等の納期限

から６ヶ月以内に管轄の年金事務所へ申請することに

より、換価の猶予が認められる場合があります。

【猶予が認められた場合】
・猶予された金額を猶予期間中に各月に分割して

納付することになります。

・財産の差押えや換価（売却等現金化）が猶予さ

れます。

・猶予期間中の延滞金が一部免除されます。

国税と保険料の猶予 国税と保険料の納付が困難な事業所への
免除および猶予制度について

■国税の納付の猶予制度

　中小企業・小規模事業者の税負担を軽減するた

め、事業者の保有する設備や建物等の2021年の
固定資産税及び都市計画税を、事業収入の減少幅

に応じ、ゼロまたは1／2とします。

※2020年の固定資産税及び都市計画税は、新た

な特例措置（事業収入が前年同月比20％以上

減）に基づき、1年間、納税猶予可能です。

【減免率】
　2020年2月～10月までの任意の連続した3ヶ月

間の収入の対前年同期比減少率が、30％以上
50％未満の場合2分の1の減免、50％以上の場
合全額減免

■固定資産税・都市計画税の減免

　資本金10億円以下の中小企業は、前年度黒字

で今年度赤字の場合、前年度に納付した法人税の

一部還付を受けることができます。

※2020年2月1日から2022年1月31日までの間に

終了する事業年度に生じた欠損金について適用。

■欠損金の繰戻し還付

■厚生年金保険料等の猶予制度

新型コロナウイルス関連の支援施策に関しては、内容が変更になる場合がございます。
詳細は、お気軽に当所へご相談ください。
鹿児島商工会議所　中小企業支援センター　TEL ： 099-225-9533 / 099-225-9534

【お問い合わせ】
鹿児島地域振興局納税課　TEL : 099-805-7241
鹿児島税務署　　　　　　TEL : 099-255-8111
鹿児島市納税課　　　　　TEL : 099-216-1191
鹿児島北年金事務所　　　TEL : 099-225-5311
鹿児島南年金事務所　　　TEL : 099-251-3111
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TALK「BM SOSモール」
新型コロナウイルス感染症に関連した緊急販路開拓支援

日本全国の企業をつなぐ商工会議所・商工会運営の商取引支援サイト

ザ・ビジネスモールでは新型コロナウイルス感染
症の影響により経済的に打撃を受けている中小企
業の販路開拓を支援するために「BM SOS モー
ル」を期間限定で開設しています。

新型コロナウイルス感染症の影響により、イ
ベント中止、休校、来店客数の減少によって
生じた、企業が抱える過剰在庫の解消・販売
促進の支援を目的に、在庫処分にお困りの企
業・店舗の情報を掲載します。
緊急で在庫処分したい商品情報があれば、企
業からのメッセージと共にマイページ内の
「SOS＜売りたい＞」からご登録ください。

ザ・ビジネスモールにユーザー登録をしていただくと、「SOS＜売り
たい＞」も「SOS〈買いたい〉( 募集 / 応募 )」いずれも無料でご利
用いただけます。
※まずは、ユーザー登録を右のQRコードからお済ませください。
※ご利用にあたってはザ・ビジネスモールの利用規約、免責事項をあらかじめご確認ください。
【利用規約】https://www.b-mall.ne.jp/memberyakkan/【免責事項】https://www.b-mall.ne.jp/immunity/

新型コロナウイルスの影響を受け、資材調達
に苦慮する企業を支援するため「ザ・商談モー
ル」のシステムを利用し、広く提案を募集し
ます。通常のザ・商談モールと利用方法は同じ、
募集も応募もいずれも無料です。
緊急で仕入れ・調達したいものがある場合は、
マイページ内「SOS＜買いたい＞」から登録
いただくことで、案件の発信及び、BM SOS
モールに掲載されます。

BM SOSモール

お問い合わせは
こちら

「売りたい」も「買いたい」いずれも、まずは無料のご登録から！

ザ・ビジネスモール事務局（大阪商工会議所内）
TEL:050-7105-6220　　 Mail:b-mall@b-mall.ne.jp 
URL:https://www.b-mall.ne.jp/

【開設期間】

 令和2年3月11日（水）～
　　　　 5月31日（日）（予定）
https://www.b-mall.ne.jp/sos/

過剰在庫で困っている 資材調達で困っている

SOS
〈売りたい〉〈売りたい〉
SOS SOS

〈買いたい〉〈買いたい〉
SOSSOS SOS

新型コロナウイルス感染症
の影響で・・

イベント中止
来店客数減少
在庫大量発生

資材が
入ってこない

ビジネスモール



ひ
と
り
ひ
と
り
が
発
言
し
て
行
動
す
る
、
女
性
の
底
力
を
発
揮
さ
せ
た
い

QA

QA

鹿児島県商工会議所女性会連合会
鹿児島商工会議所女性会

会長 吉永由美子さん

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、
ど
の

よ
う
な
団
体
で
す
か
？

　
鹿
児
島
の
女
性
経
営
者
に
よ
る
団
体
で

す
。
若
手
か
ら
90
代
の
方
ま
で
年
齢
層
は

幅
広
く
、
活
動
を
通
し
て
交
流
と
研
鑽
を

重
ね
て
い
ま
す
。
お
も
な
活
動
は
研
修
・

勉
強
会
の
ほ
か
、
地
域
や
社
会
に
貢
献
で

き
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
あ
り
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
に
は
﹁
第
51
回
全
国
商
工

会
議
所
女
性
会
連
合
会
鹿
児
島
全
国
大

会
﹂
が
開
催
さ
れ
、
私
は
実
行
委
員
長
と

し
て
関
わ
り
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
に
九

州
大
会
の
主
管
を
経
験
し
て
い
ま
す
が
、

全
国
大
会
と
も
な
る
と
規
模
が
ま
っ
た
く

違
い
ま
す
。
九
州
大
会
は
６
０
０
人
規
模

で
し
た
が
、
今
回
は
約
２
７
０
０
人
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
大
事
業
に
女
性
会
メ
ン

バ
ー
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
ま
た
、

商
工
会
議
所
の
皆
様
か
ら
も
多
大
な
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
開
催
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
は
、

と
て
も
貴
重
な
経
験
で
す
。
﹁
大
き
な
こ

と
も
、
自
分
た
ち
で
実
現
で
き
る
！
﹂
と

い
う
こ
と
を
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
が
実
感
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
会
場
で
は
物
産
も

か
な
り
売
れ
ま
し
た
。
地
域
活
性
の
効
果

が
、
す
ぐ
目
の
前
で
展
開
さ
れ
る
の
で
す
。

﹁
行
動
す
る
こ
と
で
何
か
が
起
こ
る
﹂
と

い
う
こ
と
を
、
体
感
し
て
理
解
で
き
た
こ

と
も
大
き
な
収
穫
で
し
た
。
全
国
大
会
を

機
に
会
員
の
意
識
も
変
わ
り
、
組
織
の
力

も
強
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　
2
0
1
9
年
11
月
か
ら
会
長
に
就
任
。

ど
ん
な
意
気
込
み
を
お
持
ち
で
す
か
？

　
﹁
行
動
こ
そ
真
実
﹂
。
そ
れ
が
私
の
信

条
で
す
。
何
か
頼
ま
れ
た
ら
、
私
は
ま
ず

受
け
る
。
そ
し
て
、
ど
ん
ど
ん
動
い
て
い

く
。
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
ず
っ
と
そ
う
し
て
き

ま
し
た
。
全
国
大
会
の
実
行
委
員
長
を
引

き
受
け
た
と
き
、
周
り
か
ら
は
﹁
大
変
だ

よ
﹂
っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
。
﹁
大
変
﹂
っ

て
﹁
大
き
く
変
わ
る
﹂
と
書
き
ま
す
ね
。

自
分
が
動
け
ば
何
か
が
大
き
く
変
わ
る
。

そ
の
こ
と
を
楽
し
も
う
、
と
思
い
ま
し
た
。

女
性
会
の
会
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
も
、

と
て
も
楽
し
い
こ
と
な
ん
で
す
。

　
ま
た
、
若
い
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
﹁
こ
ん

な
こ
と
し
ま
し
ょ
う
よ
！
﹂
と
い
ろ
い
ろ

な
取
り
組
み
を
提
案
さ
れ
ま
す
。
と
て
も

熱
量
を
感
じ
ま
す
ね
。

　
た
だ
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
を
持
っ
た

方
が
い
ま
す
。
世
代
間
の
感
覚
の
違
い
も

あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
行
動
す
る
前
に
、

メ
ン
バ
ー
ど
う
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
事
に
し
た
い
。
私
は
﹁
つ
な
ぎ

役
﹂
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
若
手
か
ら
意
見
が
挙
が
っ
た
ら
、

必
ず
ベ
テ
ラ
ン
会
員
に
も
相
談
し
に
い
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ベ
テ
ラ

ン
の
意
見
も
若
手
に
伝
え
ま
す
。
ま
た
、

例
会
ご
と
に
３
人
く
ら
い
ず
つ
指
名
し
て
、

自
由
に
話
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し

た
。
お
互
い
を
知
る
機
会
に
も
な
り
ま
す

し
、
発
言
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
若
手
か
ら
挙
が
っ
た
提
案
の
ひ
と
つ
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
も
あ
り
ま
す
。

今
は
誰
も
が
発
信
で
き
る
時
代
で
す
。
女

性
会
で
も
し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
活
動
に

盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、

会
員
間
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
導
入
し
ま
す
。
年
配

の
方
も
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
、
専
門
家

を
呼
ん
で
説
明
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
と
発
言
し
、

行
動
す
る
。
そ
し
て
、
メ
ン
バ
ー
が
一
致

団
結
し
て
進
ん
で
い
く
。
女
性
会
の
中
だ

け
で
な
く
、
外
部
の
団
体
を
巻
き
込
ん
だ

挑
戦
も
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
女
性
な

ら
で
は
の
底
力
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
結
集
す
る
こ
と
で
、
ど
ん
な
大
き

な
こ
と
も
成
し
遂
げ
ら
れ
る
は
ず
。

よしなが ゆみこ さん

鹿児島市生まれ

2003年　　　有限会社ユーミーライフを起業、代表取締役

2017年　　　有限会社ユーミーライフ　取締役会長

2010年　　　鹿児島商工会議所女性会に入会

2014年　　　鹿児島商工会議所女性会　副会長

2019年11月 鹿児島県商工会議所女性会連合会　会長

　　　　　　　鹿児島商工会議所女性会　会長
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景況調査

－25P以下 －25～
－10P未満

－10～
　10P未満

10～
　25P未満 25P以上

特に悪化 悪化 横ばい 好転 特に好転

【
今
期（
令
和
2
年
1
〜
3
月
期
）の
景
況
】

　
全
産
業
の
業
況
Ｄ
Ｉ
値
は
、
▲
15
・
５

︵
前
期
比
マ
イ
ナ
ス
５
・
６
︶
ポ
イ
ン
ト

で
前
期
よ
り
後
退
し
た
。
産
業
別
に
見
る

と
、
小
売
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い
て
は

大
き
く
後
退
し
て
い
る
。

　
平
成
27
年
４
月
期
以
降
で
は
最
低
の
業

況
Ｄ
Ｉ
値
と
な
っ
た
。

【
来
期（
令
和
2
年
4
〜
6
月
期
）の
見
通
し
】

　
全
産
業
の
来
期
見
通
し
は
、
▲
６
・
４

︵
前
期
比
マ
イ
ナ
ス
１
・
３
︶
ポ
イ
ン
ト

で
あ
っ
た
。
産
業
別
で
は
、
特
に
小
売
業

と
サ
ー
ビ
ス
業
で
厳
し
い
見
通
し
と
な
っ

て
い
る
。

　
平
成
27
年
４
月
期
以
降
で
最
も
厳
し
い

見
通
し
で
あ
る
。

【
今
期
の
売
上
額
・
資
金
繰
り
・
採
算
】

　
全
産
業
の
売
上
額
Ｄ
Ｉ
値
は
、
▲
11
・

６
︵
前
期
比
プ
ラ
ス
１
・
７
︶
ポ
イ
ン
ト

と
や
や
増
加
。
建
設
業
と
卸
売
業
は
好
転

し
た
が
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
後
退
し
た
。

　
全
産
業
の
資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
値
は
、
▲

９
・
０
︵
前
期
比
マ
イ
ナ
ス
４
・
１
︶
ポ

イ
ン
ト
で
後
退
し
た
。
特
に
製
造
業
で
は

大
き
く
後
退
し
た
。

　
全
産
業
の
採
算
Ｄ
Ｉ
値
は
、
▲
８
・
３

︵
前
期
比
マ
イ
ナ
ス
１
・
３
︶
ポ
イ
ン
ト

と
や
や
低
下
。
卸
売
業
と
小
売
業
で
は
改

善
が
み
ら
れ
た
が
、
製
造
業
は
大
き
く
後

退
し
た
。

【
回
答
企
業
の
コ
メ
ン
ト
】

・
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
今
後
の
経
済
活
動

へ
の
影
響
を
心
配
す
る
。
︵
小
売
︶

・
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

に
な
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
に
と
っ
て
今

回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
と
て

も
深
刻
だ
。
︵
サ
ー
ビ
ス
︶

・
新
規
顧
客
開
拓
や
販
売
先
へ
の
取
り
組

み
強
化
を
図
り
た
い
。
︵
卸
売
︶

・
営
業
力
の
強
化
・
新
商
品
の
開
発
に
取

り
組
む
。
︵
製
造
︶

今
期
業
況
は
全
体
的
に
後
退
。
来
期
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
見
通
し
。

DI（Diffusion Index＝景気動向指数）とは
各調査項目について、好転企業割合から、悪化企業
割合を差し引いた値を示し、景気の現状把握や将来
の見通し予測を行う。
　　DIがプラスなら………好転、上昇基調
　　DIがマイナスなら……悪化、下降基調

15

10

5

0

▲5

▲10

▲15

▲20

▲25

▲30

■産業別DI値表

■業況DIの推移

景況

DI値

記号の見方

H27.
4～6

H28.
4～6

H29.
4～6

H30.
4～6

R1.
4～6

R2.
1～3
（今期）
（調査時期）

（DI値） （調査時期）

来期見通し
▲6.4（前期▲5.1）

▲5.6

▲6.1

0.0

3.2

▲15.7

▲11.4

1.7

▲5.4

12.0

10.8

▲3.5

▲10.0

▲4.1

▲19.8

0.4

0.8

7.5

▲9.3

▲1.3

▲26.1

▲2.6

23.7

17.4

▲7.8

▲6.4

▲9.1

0.0

6.7

▲15.0

▲10.7

▲10.0

▲26.1

▲12.0

13.3

5.3

▲17.9

▲9.9

▲4.4

▲12.0

0.0

▲15.0

▲14.3

▲6.4

0.0

▲16.7

13.3

▲10.5

▲10.7

▲15.5

▲21.7

0.0

▲28.6

▲20.0

▲14.3

▲11.6

▲30.4

12.0

▲26.7

4.8

▲21.4

▲9.0

▲26.1

4.0

▲20.0

▲5.0

▲3.6

▲8.3

▲26.1

4.4

▲6.7

0.0

▲10.7

▲9.9

▲15.6

0.0

▲31.8

▲4.3

▲2.9

▲13.3

▲25.0

0.0

▲37.5

8.3

▲11.4

▲4.9

▲6.3

3.6

▲20.8

▲12.5

5.7

▲7.0

0.0

6.9

▲30.4

▲17.4

▲2.9

業
　
況

売
上
額

資
金
繰
り

採
　
算

全産業平均

製 造 業

建 設 業

卸 売 業

小 売 業

サービス業

全産業平均

製 造 業

建 設 業

卸 売 業

小 売 業

サービス業

全産業平均

製 造 業

建 設 業

卸 売 業

小 売 業

サービス業

全産業平均

製 造 業

建 設 業

卸 売 業

小 売 業

サービス業

前期
［2019.10～12］
（A）

来期見通し
［2020.4～6］

増減
（B）－（A）

今期
［2020.1～3］
（B）

今期の業況
▲15.5（前期9.9）

来期見通し
今期の業況

景況調査
鹿児島商工会議所

調 査 期 間　2020年1月～3月
回答企業数　112社



10アイム 2020.5

経営相談ガイド

　
当
商
工
会
議
所
は
毎
月
第
２
水
曜
日

に
、
弁
護
士
、
税
理
士
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
の
職
員
、
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
な
ど
、
各
分
野
の
専
門
家
に

よ
る
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
企
業
の
秘
密
は
厳
守

致
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
︵
事
前
に
お
電
話
で
ご
予
約
を
お
願

い
致
し
ま
す
︶。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
専
門
相
談
会

毎
月
第
2
水
曜
日
に
専
門
家

に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

○
お
問
い
合
わ
せ

　
企
業
支
援
部 

経
営
支
援
一
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
３
３

　
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
制
度
は
、
小
規

模
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
、
課
題
解
決
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
提
案
を
行
う
各
分
野
の
専

門
家
を
ご
要
望
に
応
じ
て
派
遣
す
る
制

度
で
す
。原
則
２
時
間
で
指
導
料
は
無
料
。

企
業
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
指
導
分
野

　
経
営
戦
略
、
税
務
、
労
務
管
理
、
店
舗
設

計
、販
売
促
進
、教
育
訓
練
、食
品
加
工
、Ｉ

Ｔ
活
用
、海
外
展
開
な
ど
。

■
対
象

　
当
商
工
会
議
所
の
地
区
内
︵
旧
５
町
お

よ
び
、
旧
谷
山
地
区
の
一
部
を
除
い
た
鹿

児
島
市
内
︶の
小
規
模
事
業
者
。

■
相
談
例
　

　
就
業
規
則
の
整
備
に
関
す
る
相
談

　
社
会
保
険
労
務
士
を
派
遣
し
、
就
業
規

則
の
作
成
方
法
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
。

あ
わ
せ
て
、
雇
用
関
係
助
成
金
に
つ
い
て

も
説
明
を
行
っ
た
。

エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
制
度

経
営
課
題
の
解
決
に

無
料
で
専
門
家
を
派
遣
し
ま
す

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
部 

産
業
振
興
課 

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ︵
０
９
９
︶２
２
５
‐
９
５
４
０

2020年度の相談日
■日時/毎月第2水曜日13時30分～16時
2020年6月10日(水) 法律・税務・金融・
　　　　　　　　　　 事業引継ぎ
　　　　7月  8日(水) 法律・税務・金融・
　　　　　　　　　　 事業引継ぎ
　　　　8月12日(水) 法律・金融・
　　　　　　　　　　 事業引継ぎ
          　　　19日(水) 税務・金融・
　　　　　　　　　　 事業引継ぎ
■場所/鹿児島商工会議所　13階
■相談内容/法律、税務、金融(融資)など

経
営
相
談
ガ
イ
ド
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経営相談ガイド

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
支
援
施
策
の
ご
案
内
や
、
経
営
に
役

立
つ
補
助
金
の
お
知
ら
せ
な
ど
の
情
報

を
毎
月
２
回
メ
ー
ル
で
お
届
け
し
て
い

ま
す
。

　
メ
ー
ル
で
の
お
知
ら
せ
の
た
め
、
手
軽

に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。ま
た
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
を
す
ぐ
に
取
得
で
き
ま
す
。

登
録
は
無
料
で
す
。

■
主
な
配
信
内
容

　
○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

　
　
支
援
施
策
の
ご
案
内

　
○
商
工
会
議
所
の
新
着
情
報

　
○
相
談
会
・
各
種
制
度
の
ご
案
内

　
○
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
会
の
開
催
案
内

　
○
お
役
立
ち
地
域
情
報

■
登
録
は
コ
チ
ラ
か
ら
←

■
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp://w

w
w

.k
ag

osh
im

acci.or.jp/?p=5
9

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を

　
　
　
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ

○
お
問
い
合
わ
せ

　
企
業
支
援
部 

経
営
支
援
二
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
３
４

　﹁
利
用
可
能
な
補
助
金
の
情
報
を
ど
こ

で
調
べ
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
﹂

そ
ん
な
方
に
、
補
助
金
ナ
ビ
は
、
国
や
県
、

　
そ
の
他
の
機
関
が
交
付
す
る
中
小
企

業
、小
規
模
事
業
者
向
け
の
補
助
金
、助
成

金
の
情
報
を
と
り
ま
と
め
て
紹
介
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
通
常
、各
補
助
金
の
情
報
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
交
付
団
体
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
な
ど
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。補
助
金
ナ
ビ
は
こ

れ
を
ま
と
め
て
一
覧
で
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
時
間
を
か
け
ず
に
補
助
金
の
情

報
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
補
助
金
ナ
ビ
は
鹿
児
島
商
工
会
議
所

　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　 

鹿
児
島
商
工
会
議
所
補
助
金
ナ
ビ

で 
検
索
　

■
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp://w

w
w

.k
ag

osh
im

a-cci.or.jp/?p=2
8

補
助
金
ナ
ビ

使
え
る
補
助
金
・

助
成
金
を
ま
と
め
て
い
ま
す

○
お
問
い
合
わ
せ

　
企
業
支
援
部
経
営
支
援
二
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
３
４
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補助金の公募概要

■
申
請
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〈
一
般
型
〉

 

２
０
２
０
年
３
月
13
日
よ
り
申
請
受
付
が

開
始
さ
れ
、
４
回
に
分
け
て
公
募
を
行
う
た

め
、
補
助
事
業
の
実
施
期
間
に
合
わ
せ
て
申

請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

第
１
回
は
受
付
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

第
２
回
受
付
締
切

　
　
２
０
２
０
年
６
月
５
日
︵
金
︶

第
３
回
受
付
締
切

　
　
２
０
２
０
年
10
月
２
日
︵
金
︶

第
４
回
受
付
締
切

　
　
２
０
２
１
年
２
月
５
日
︵
金
︶

　
い
ず
れ
も
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
。

　
当
所
管
轄
地
域
の
事
業
者
の
方
は
、
当
所

が
発
行
す
る
事
業
支
援
計
画
書
を
添
付
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
発
行
に
時
間
を
要
し
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
事
業

①
地
道
な
販
路
開
拓
等
の
取
り
組
み

②
業
務
効
率
化
の
た
め
の
取
り
組
み

■
補
助
上
限
額
の
引
き
上
げ
要
件

　
過
去
３
か
年
度
の
間
に
﹁
特
定
創
業
支
援

事
業
﹂
に
よ
る
支
援
を
受
け
た
場
合
、
補
助

上
限
額
は
50
万
円
か
ら
１
０
０
万
円
に
引
き

上
が
り
ま
す
。

※
市
区
町
村
が
発
行
す
る
証
明
書
が
必
要

■
コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型

 

小
規
模
事
業
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
行
う

販
路
開
拓
等
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
も
の

で
、
補
助
上
限
額
が
１
０
０
万
円
で
す
。

︻
想
定
さ
れ
る
活
用
例
︼

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影

響
を
受
け
る
中
で
も
、
営
業
を
継
続
す
る

た
め
、
店
内
飲
食
の
み
で
あ
っ
た
洋
食
屋

が
、
出
前
注
文
を
受
け
付
け
る
た
め
の
ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
作
成
し
、
来
店
し
な
い
顧
客

へ
の
販
売
を
開
始
。

・
旅
館
が
、
自
動
受
付
機
を
導
入
し
、
非
対

面
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

■
コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型
申
請
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
第
1
回
受
付
締
切

　
　
５
月
15
日
︵
金
︶
郵
送
・
必
着

　
第
2
回
受
付
締
切

　
　
6
月
5
日
︵
金
︶
郵
送
・
必
着

※
締
切
り
後
も
複
数
回
の
締
切
り
を
設
け
、

申
請
受
付
を
継
続
し
ま
す
。
︵
予
定
︶

■
申
請
書
提
出
先

　
日
本
商
工
会
議
所

　
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
　
事
務
局

　
東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
３

-

11

-

８

■
お
問
い
合
わ
せ

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
　
経
営
支
援
二
課

　
T
E
L

:

0
9
9-

2
2
5-

9
5
3
4

■事業目的・概要
　小規模事業者が経営計画を策定して取り組む販路開拓等の取組を支援するものです。
　補助対象の例：店舗の改装、ホームページの作成・改良、チラシ・カタログの作成、広告掲載など
■申請要件
　①小規模事業者であること。（※1）
　②商工会議所の管轄地域内で事業を営んでいること。
　③持続的な経営に向けた経営計画を策定していること。

1. 小規模事業者持続的発展支援事業（持続化補助金）
　補助上限額：50万円（最大100万円）、補助率：3分の2
　※共同申請の場合50万円×事業者数の合計額。ただし500万円を上限とする

　「小規模事業者持続化補助金」「ものづくり補助金」「IT導入補助金」「事業承継補助金」の公募が開始さ
れました。一部補助金では、複数回にわたって公募が行われることや申請方法も電子申請に切り替わるなど、
大きな変更がありました。
　今回は、申請する際のポイントやスケジュール、公募概要について説明します。

国の補助金を活用して積極的な事業展開を！
補助金の公募概要

（※1）小規模事業者とは、「製造業その他の業種に属する事業を主たる事業として営む商工業者」であり、常時使用する従
業員の数が20人以下（商業・サービス業（宿泊業・娯楽業を除く）に属する事業を主たる事業として営む者について
は5人以下）の事業者
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補助金の公募概要

■
申
請
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
一
般
型
）

　
令
和
２
年
度
内
に
は
、
５
回
に
分
け
て
締

切
を
設
け
、
そ
れ
ま
で
に
申
請
の
あ
っ
た
分

を
審
査
し
、
随
時
、
採
択
発
表
を
行
い
ま
す
。

︵
１
次
募
集
は
３
月
31
日
に
締
め
切
り
ま
し

た
。
︶

２
次
募
集

２
０
２
０
年
５
月
20
日
︵
木
︶
17
時
締
切

　
３
次
募
集
８
月
、
４
次
募
集
11
月
、
５
次

募
集
２
０
２
１
年
２
月
の
予
定
で
す
。

　
応
募
申
請
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
﹁
電
子
申
請
﹂
の
み
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
経
費

　
機
械
装
置
・
シ
ス
テ
ム
構
築
費
、
技
術
導

入
費
︵
※
２
︶
、
専
門
家
経
費
︵
※
３
︶
、

運
搬
費
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
利
用
費
、
原

材
料
費
、
外
注
費
︵
※
３
︶
、
知
的
財
産
権

等
関
連
経
費
︵
※
２
︶

︵
※
２
︶
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
１

︵
※
３
︶
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

■
申
請
に
必
要
な
書
類

・
事
業
計
画
書
︵
具
体
的
な
取
組
内
容
、
将

来
の
展
望
、
数
値
目
標
等
、
様
式
自
由
、

Ａ
４
で
10
ペ
ー
ジ
程
度
︶

・
決
算
書
等
︵
直
近
２
年
間
の
貸
借
対
照

表
・
損
益
計
算
書
等
︶

・
賃
金
引
上
げ
計
画
の
証
明
書

・
そ
の
他
加
点
に
必
要
な
資
料
︵
任
意
︶

■
お
問
い
合
わ
せ

も
の
づ
く
り
補
助
金
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ

：

０
５
０

-

８
８
８
０

-

４
０
５
３

■
申
請
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

第
１
回
締
切
　
２
０
２
０
年
６
月
末

第
２
回
締
切
　
２
０
２
０
年
９
月
末

第
３
回
締
切
　
２
０
２
１
年
１
月
末

■
申
請
の
流
れ

①
ま
ず
、
自
社
に
適
し
た
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
提

供
す
る
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業
者
を
、
Ｉ

Ｔ
導
入
補
助
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

探
し
く
だ
さ
い
。

②
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業
者
と
相
談
し
な
が
ら
、

申
請
な
ど
の
手
続
き
を
進
め
て
く
だ
さ

い
。

■
申
請
方
法

　
申
請
マ
イ
ペ
ー
ジ
か
ら
の
電
子
申
請
。
Ｉ

Ｔ
導
入
支
援
事
業
者
に
よ
り
申
請
マ
イ
ペ
ー

ジ
の
招
待
を
し
て
頂
き
、
申
請
マ
イ
ペ
ー
ジ

を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
金
の
下
限
、
上
限
額
　

　
Ａ
類
型
　
30
万
円
〜
１
５
０
万
円

　
Ｂ
類
型
　
１
５
０
万
〜
４
５
０
万
円

※
申
請
類
型
の
区
分
に
つ
い
て
は
公
募
要
領

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

サ
ー
ビ
ス
等
生
産
性
向
上
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事

業
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ

：

０
５
７
０

-

６
６
６

-

４
２
４

■事業目的・概要
　中小企業等が行う革新的なサービス開発・試作品開発・生産プロセスの改善に必要な設備投資等を支援するものです。
■申請要件（※前回は加点要件でしたが、今回からは申請要件になります。）
　以下の要件のいずれも満たす3～5年の事業計画を策定し、従業員に表明している中小企業・小規模事業者等
（未達の場合、補助金の返還を求められる場合があります。）
　①事業計画期間において、給与支給総額を年率平均1.5％以上増加
　②事業計画期間において、事業場内最低賃金（事業場内で最も低い賃金）を地域別最低賃金＋30円以上の水準
にする
　③事業計画期間において、事業者全体の付加価値額を年率平均3％増加

2. ものづくり・商業・サービス生産性向上促進事業（ものづくり補助金）
　 補助上限額：1,000万円（下限100万円）、補助率：小規模事業者3分の2、その他の事業者2分の1

■事業目的・概要
　中小企業・小規模事業者等の生産性向上を実現するため、バックオフィス業務の効率化や新たな顧客獲得等の付
加価値向上（売上向上）に資するIT導入ツールの導入を支援するものです。
■申請要件
　IT導入支援事業者（※4）によりあらかじめ事務局に登録されたITツールを導入する場合のみ申請可能。

3. サービス等生産性向上IT導入支援事業（IT導入補助金）

　 補助上限額：450万円（下限30万円）、補助率：2分の1

（※4）ＩＴ導入支援事業者とは、事業を実施するパートナーとして、補助事業者に対するＩＴツールの説明、導入、運用方
法のサポート及び、補助金の交付申請や実績報告書等の各種申請や手続きをサポートしてくれる事業者のことで、主
に登録しているITツールのベンダーになります。
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補助金の公募概要

■
申
請
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
２
０
２
０
年
４
月
10
日
︵
金
︶
〜
２
０
２

０
年
５
月
29
日
︵
金
︶
19
時
ま
で

 

申
請
に
は
、
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関

の
記
名
・
押
印
が
あ
る
確
認
書
が
必
要
で
す
。

 

応
募
申
請
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
﹁
電
子
申
請
﹂
の
み
と
な
り
ま
す
。

■
補
助
対
象
経
費

　
設
備
費
・
広
報
費
等
の
事
業
費
と
廃
業
登

記
費
・
在
庫
処
分
費
等
の
廃
業
費

■
申
請
類
型

Ｉ
型
　
後
継
者
承
継
支
援
型

※
経
営
者
が
交
代
す
る
場
合

Ⅱ
型
　
事
業
再
編
・
事
業
統
合
支
援
型

※
Ｍ
＆
Ａ
等
に
よ
る
場
合

■
補
助
上
限
額
・
補
助
率

　
事
業
の
廃
業
・
廃
止
に
伴
い
、
廃
業
登
記

費
、
在
庫
処
分
費
、
解
体
・
処
分
費
等
が
あ

る
場
合
、
補
助
上
限
額
の
上
乗
せ
が
認
め
ら

れ
ま
す
。

Ｉ
型
　
補
助
上
限
額
２
２
５
万
円

　
　
　
上
乗
せ
額
　
２
２
５
万
円

　
　
　
最
大
　
　
　
４
５
０
万
円

Ⅱ
型
　
補
助
上
限
額
４
５
０
万
円

　
　
　
上
乗
せ
額
　
４
５
０
万
円

　
　
　
最
大
　
　
　
９
０
０
万
円

　
い
ず
れ
も
補
助
率
２
分
の
１
。

■事業目的・概要
経営者の交代後に経営革新等を行う場合(Ⅰ型)や事業の再編・統合等の実施後に経営革新等を行う場合(Ⅱ型)に、
必要な経費を補助します。
■申請要件（以下の全ての要件を満たす必要があります。）
・2017年4月1日から2020年12月31日までに、M&A等も含む事業の引き継ぎを行った又は行うこと。
・経営者の交代や事業再編・事業統合等を契機として、経営革新等に取り組む、または事業転換に挑戦する者。
・特定創業支援事業を受ける者など、一定の実績や知識などを有している者。
・地域の雇用をはじめ、地域経済全般を牽引する事業を行う者。

4. 事業承継補助金
 　補助上限額：I型225万円（最大600万円）・Ⅱ型450万円（最大1,200万円）。
 　補助率：2分の1 （一定の要件を満たした場合3分の2）

　
ま
た
、
一
定
の
要
件
︵
※
４
︶
を
満
た
す

こ
と
で
、
補
助
率
が
３
分
の
２
と
な
り
、
補

助
上
限
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

Ｉ
型
　
補
助
上
限
額
３
０
０
万
円

　
　
　
上
乗
せ
額
　
３
０
０
万
円

　
　
　
最
大
　
　
　
６
０
０
万
円

Ⅱ
型
　
補
助
上
限
額
６
０
０
万
円

　
　
　
上
乗
せ
額
　
６
０
０
万
円

　
　
　
最
大
　
　
　
１
２
０
０
万
円

　
い
ず
れ
も
補
助
率
３
分
の
２
。

︵
※
４
︶
一
定
の
要
件

①
ベ
ン
チ
ャ
ー
型
事
業
承
継
枠

・
新
商
品
の
開
発
等
に
よ
る
新
分
野
へ
の
進

出
を
行
う
。

・
従
業
員
数
を
一
定
以
上
増
加
さ
せ
る
。

・
補
助
事
業
に
従
事
す
る
従
業
員
を
１
名
以

上
雇
い
入
れ
る
こ
と
。

※
未
達
の
場
合
は
補
助
率
が
２
分
の
１
に
引

き
下
げ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
生
産
性
向
上
枠

・
先
端
設
備
等
導
入
計
画
、
又
は
、
経
営
革

新
計
画
の
い
ず
れ
か
の
認
定
を
受
け
て

い
る
こ
と
。

■
お
問
い
合
わ
せ

事
業
承
継
補
助
金
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ：
０
３-

６
２
６
４-

３
０
３
１

　
当
所
で
は
、
補
助
金
の
申
請
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
補
助
金
の
申
請
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
事

業
計
画
書
の
作
成
や
必
要
書
類
の
収
集
、
当

所
発
行
の
事
業
支
援
計
画
書
な
ど
、
準
備
に

時
間
を
要
し
ま
す
。
申
請
期
限
に
間
に
合
わ

な
く
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
詳
細
は
そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
金
の
公

募
要
領
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

鹿
児
島
商
工
会
議
所
　
経
営
支
援
二
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

０
９
９-

２
２
５-

９
５
３
４

　
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
︵
Ｊ
グ
ラ
ン
ツ
︶
を

利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ

プ
ラ
イ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト
の
取
得
が
必
要
で
す
。

ま
だ
、
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
プ
ラ
イ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト

を
お
持
ち
で
な
い
事
業
者
の
方
は
、
最
初
に

Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
の
取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。
取

得
に
は
、
２
〜
３
週
間
程
か
か
り
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
補
助
金

・
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

・
も
の
づ
く
り
補
助
金

・
事
業
承
継
補
助
金
　
　
　
な
ど

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
「
Ｊ
グ
ラ
ン
ツ
」

お
早
め
の
ご
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
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地
図
が
持
つ
可
能
性
を
掘
り
起
こ
し
、
新
た
な
提
案
を
打
ち
出
し
て
い
く

　
当
社
は
、地
図
製
作
の
専
門
会
社
で
す
。

紙
の
地
図
の
ほ
か
、地
理
デ
ー
タ
、立
体
模

型
、観
光
マ
ッ
プ
、屋
外
看
板
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
形
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
書
き
込
み

可
能
な
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
タ
イ
プ
の
マ
ッ

プ
も
あ
り
ま
す
。
鹿
児
島
県
を
は
じ
め
官

公
庁
か
ら
の
受
注
も
多
い
で
す
。

　
会
社
は
設
立
か
ら
約
３
年
と
若
い
で
す

が
、
事
業
は
１
０
０
年
ほ
ど
の
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
か
つ
て
東
千
石
町
に
あ
っ
た
徳

田
屋
書
店
の
地
図
製
作
部
門
が
前
身
で

す
。私
は
そ
の
責
任
者
で
し
た
。２
０
１
７

年
に
徳
田
屋
書
店
が
閉
店
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
地
図
の
お
客
様
は
多

く
、﹁
な
く
な
っ
た
ら
困
る
﹂
と
声
が
挙
が

り
ま
し
た
。
支
援
し
て
く
だ
さ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
新
会
社
で
地
図
製
作
部

門
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
取
引
先
の
社
長

さ
ん
に
﹁
商
工
会
議
所
は
い
ろ
い
ろ
力
に

な
っ
て
く
れ
る
よ
﹂
っ
て
勧
め
ら
れ
て
入

会
し
ま
し
た
。
私
は
地
図
の
こ
と
だ
け
を

考
え
て
い
た
立
場
か
ら
、
思
い
も
よ
ら
ず

経
営
者
に
な
り
ま
し
た
。
経
験
が
な
い
の

で
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
し
、
役

所
へ
の
届
出
や
経
理
関
係
な
ど
事
務
作
業

も
か
な
り
あ
り
ま
す
。
何
で
も
商
工
会
議

所
に
相
談
で
き
る
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
経
営
の
い
ろ
は
を
学
ば
せ

て
も
ら
っ
た
り
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク

で
専
門
家
に
相
談
し
た
り
と
、
利
用
し
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
は
多
い
で
す
。
小
規
模
事

業
者
持
続
化
補
助
金
や
小
規
模
事
業
者
経

営
改
善
資
金︵
マ
ル
経
融
資
︶も
紹
介
し
て

も
ら
い
、
商
品
開
発
や
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
宣
伝
広
告
の
面
で
は
弱
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
も
商
工
会
議
所
に
相
談
し

な
が
ら
強
化
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　
近
年
は﹁
地
図
に
お
金
を
払
う
﹂と
い
う

感
覚
を
あ
ま
り
持
た
れ
て
い
ま
せ
ん
。
無

料
で
地
図
を
閲
覧
で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ

ス
も
あ
り
ま
す
し
ね
。
地
図
専
門
会
社
に

と
っ
て
は
厳
し
い
時
代
で
す
。で
も
、地
図

を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
は
ま
だ

ま
だ
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
商
品
に
﹁
ピ
ー
チ
マ
ッ
プ
３
Ｄ

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
﹂
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。桜
島
・
屋
久
島
・
霧
島
・
奄
美
な
ど
の
立

体
マ
ッ
プ
が
付
い
た
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
で

す
。
２
０
１
３
年
に
徳
田
屋
書
店
か
ら
発

売
し
、人
気
商
品
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。

地
図
の
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
こ

ん
な
面
白
い
こ
と
も
で
き
る
ん
で
す
。

　
今
は
い
ろ
い
ろ
な
表
現
手
段
が
あ
り
ま

す
。地
図
を
ど
う
見
せ
る
か
で
、新
し
い
活

用
法
や
楽
し
み
方
を
打
ち
出
せ
る
は
ず
。

例
え
ば
、
Ｖ
Ｒ
︵
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
、
仮
想
現
実
︶
。
地
図
デ
ー
タ
か
ら

空
間
を
再
現
し
、
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
装
着

す
れ
ば
空
中
遊
覧
を
楽
し
め
ま
す
。
こ
れ

は
観
光
地
向
け
に
開
発
中
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、地
図
の
情
報
か
ら
は
、災
害

に
対
し
て
強
い
の
か
弱
い
の
か
も
分
か
り

ま
す
。
自
治
体
な
ど
で
防
災
情
報
は
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
の
方
が
調
べ
よ

う
と
す
る
と
な
か
な
か
大
変
で
す
。
情
報

を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
地
図
を
活
用
し
た
ア
イ
デ
ア
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
提
案
を
し
て
い
き
た
い
。

設　　立
2017年4月
住　　所
鹿児島市易居町7-2
T E L
099-222-3264
H　　P
www.tokudaya.co.jp

見て、触れて、送れる3Dマップ。桜島の地図には、過去の
噴火で発生した溶岩流の情報も盛り込まれています

会員さん情報 【株式会社徳田屋】

会員さん

クローズアップ
港の近くにある小さな会社では、地図を作っています。そこに
は長い歴史が息づき、地図と真摯に向き合う人がいる。求めら
れるものを丁寧に作り、新たな挑戦に情熱を注ぎます。 た なか   えいいちろう

田中 英一郎 さん（44）代表取締役

株式会社徳田屋 鹿児島地図センター

老
舗
の
事
業
を
引
き
継
い
で

地
図
づ
く
り
を
続
け
て
い
く

地
図
の
情
報
を
活
用
す
れ
ば

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る

新
米
経
営
者
に
と
っ
て

商
工
会
議
所
は
頼
れ
る
存
在



▲
受
賞
商
品
の

　
詳
細
は
こ
ち
ら
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フォトニュース

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
影
響
関
連

の
緊
急
個
別
経
営
相
談
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を

受
け
、
キ
ャ
ン
セ
ル
や
自
粛
に
よ
る
売
上
減
少

な
ど
様
々
な
影
響
を
受
け
る
事
業
者
を
対
象

に
緊
急
個
別
経
営
相
談
会
を
３
月
25
日
開
催

し
た
。

　
国
・
県
・
市
の
最
新
の
支
援
策
に
基
づ
い
て
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
・
鹿
児
島
県
信
用
保
証

協
会
・
鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
商

工
会
議
所
が
運
転
資
金
・
設
備
資
金
な
ど
の

資
金
繰
り
の
相
談
58
件
に
対
応
し
、
鹿
児
島
労

働
局
が
従
業
員
の
雇
用
維
持
や
雇
用
調
整
助

成
金
の
申
請
等
に
関
す
る
相
談
16
件
に
対
応

し
た
。

3
25
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鹿
児
島
県
・
鹿
児
島
市
に

　
　
　
　  

政
策
提
言
書
を
提
出

鹿
児
島
商
工
会
議
所
青
年
部

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
政
策
提
言

書
を
作
成
し
、
３
月
26
日
に
鹿
児
島
市
の
鬼
丸

泰
岳
産
業
局
長
に
、
３
月
27
日
に
三
反
園
訓
知

事
に
政
策
提
言
書
を
手
交
し
た
。政
策
提
言
書

は
観
光
Ｐ
Ｒ
、
人
材
不
足
対
策
、
移
動
・
物
流

の
３
つ
の
観
点
か
ら
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
青
年
部
の
若
松
会
長
︵
手
交
日
時
点
︶
は
﹁
鹿

児
島
商
工
会
議
所
青
年
部
と
し
て
は
初
の
試

み
で
あ
る
が
、
商
工
会
議
所
の
事
業
目
的
の
１

つ
に
政
策
提
言
活
動
が
あ
る
。青
年
経
済
人
で

組
織
さ
れ
る
団
体
と
し
て
鹿
児
島
の
地
域
社

会
の
発
展
に
つ
な
が
れ
ば
。﹂と
話
し
た
。

　
受
け
取
っ
た
三
反
園
知
事
は
﹁
こ
れ
か
ら
の

鹿
児
島
を
支
え
る
若
い
経
営
者
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
鹿
児
島
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。﹂

と
語
っ
た
。

3
26

3
27

受
賞
企
業
を
表
彰

第
12
回
鹿
児
島
県
新
作
観
光
土
産
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　
３
月
27
日
、
鹿
児
島
県
観
光
土
産
品
公
正
取

引
協
議
会
の
主
催
で
実
施
し
た
、
第
12
回
新
作

観
光
土
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
開
催

し
た
。

　
当
日
は
、
優
秀
賞
と
奨
励
賞
の
受
賞
企
業
の

代
表
者
ら
が
出
席
し
、渕
本
会
長
が
表
彰
し
た
。

　
ま
た
、
報
道
各
社
に
よ
る
個
別
取
材
で
は
、

各
企
業
は
試
食
を
交
え
な
が
ら
受
賞
商
品
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

3
27
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事業引継ぎ支援センター

　鹿児島県事業引継ぎ支援センターでは、事業承継の実務に精通した専門家が事業承継や企業・
事業の譲渡（売却）・譲受（買収）をお考えの皆様に、センターのデータベースを活用して、譲受
先や譲渡先を無料で探したり、アドバイスを行っています。
　民間機関では取り組めないような小規模な案件のご相談や、M＆A を実行する際のセカンドオ
ピニオンとしても活用頂いています。

事業承継の悩みなら、
　　何でもご相談ください！

事業承継　 鹿児島県事業引継ぎ支援センター（鹿児島商工会議所内）
　　　　　 TEL 099-225-9534　FAX 099-227-1977
　　　　　 〒892‐8588　鹿児島市東千石町1‐38アイムビル13階（鹿児島商工会議所内）
　　　　　 https://shoukei.kagoshima.jp/  E-mail:k-hikitugi@chic.ocn.ne.JP

＊当センターは公的機関であり、秘密は厳守、相談は無料です。

● 会社を譲りたい、会社を譲り受けたい…相手を探して欲しい。

● 当事者同士で会社の売買に合意した。後は、どうしたらいい？

● 後継者への引継ぎは具体的に何をすればいい？

● 株式譲渡などの手続きはどう進めたらいい？…等の疑問やお悩みをお持ちの方。

まずは、鹿児島県事業引継ぎ支援センターへご連絡ください！

事業引継ぎの形態と内容

● 一般的には、社内外から心情的に

受け入れられやすい
● 後継者を早期に決定して準備期間

を確保できる

● 業務に精通しているため、他の従

業員や取引先の理解を得やすい。

● 身近に後継者の適任者がいない場

合でも、広く候補者を外部に求め

ることができる。
● 現経営者が、会社売却の利益を得

られる可能性がある。

● 承継辞退（子供が継ぎたがらない）す

るケースが増加している。
● 親族内に経営能力と意欲がある者が

いるとは限らない。

● 候補者候補に株式取得などの資金力

がない場合が多い。
● 個人債務保証の引継ぎ等の問題が生

じる可能性がある。

● 希望の条件を満たす買手を見つける

ことは簡単ではない。
● 仲介業者を使った場合、手数料負担

が発生する。

親族内承継

役員・従業員への承継

第三者への承継
（M＆A）

引継ぎの形態 メリット デメリット

秘密厳守
相談無料
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インフォメーション

【会員の皆さまへ】
令和2年度　商工会議所会費納入のお願い

【特定商工業者の皆さまへ】
法定台帳調査にご協力ください

■商工会議所法には、その地域の商工業者
の実態を把握することを目的とする「特
定商工業者制度」が設けられており、一
定規模以上の事業所には、その内容の登
録（法定台帳の提出）と経費負担(負担金
の納入)のご協力をいただいております。
■商工会議所は、ご提出いただいた法定台
帳を整理して、全国からの商取引に関す
る照会や斡旋に活用するなど、地域商工
業の振興・発展に資する基礎資料として
管理・運用しています。
■特定商工業者に該当する皆さまには、5
月以降に、法定台帳をお送りしますの
で、法定台帳の記載内容をご確認（加筆・
修正）のうえ、当商工会議所へご返送く
ださい。

『特定商工業者』とは？
　毎年4月1日現在で、鹿児島市内（谷山、吉
田、郡山、松元、喜入、桜島の一部を除く）に
本支店、営業所、出張所、事務所、工場など
を設置してから6ヶ月以上経過している商
工業者のうち、次の①、②いずれかに該当
する事業所です。
①資本金または払込済出資総額が300万円
以上の事業所
②当商工会議所の地区内(鹿児島市内)の営業
所等で常時使用する従業員の数が20人
（商業またはサービス業の事業所について
は5人）以上の事業所
　※パート、アルバイト、個人事業主、家族従
　業員、会社役員などを含む

【会費、法定台帳調査に関するお問い合わせ】　企業支援課 TEL：099(225)9522

令和2年 6月30日（火）

※商工会議所の会費は全額必要経費
　または損金として処理できます。

提出期限　

振替日：5月15日（金）
口座振替をご利用の方　 　ご指定の金融機関口座から会費を振り替えますので、

振替日の2、3日前までに口座残高をご確認ください。
　取扱金融機関、支店、口座番号、口座名義人等を変更
された場合は、下記連絡先までご連絡をお願いします。

i n f o r m a t i o n
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トレンド通信

（わたなべ・かずひろ）
渡辺 和博

シ
ニ
ア
エ
デ
ィ
タ
ー
　
渡
辺 

和
博

日
経
Ｂ
Ｐ
社
「
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
」

1986年筑波大学大学院理工学研究科修士課程修了。
同年日本経済新聞社入社。全国各地のものづくり企
業、自治体、地域商社やＤＭＯなどを取材、地域に持続
的に稼げるビジネスをつくることをテーマにした著
書『地方発ヒットを生む逆算発想のものづくり』があ
る。全国の商工会議所などで地域活性化や名産品開発
を支援する講演などを実施している。

PROFILE

　
地
域
資
源
を
活
用
し
た
も
の
づ
く
り

で
、
よ
く
あ
る
の
が
ご
当
地
食
材
を
使
っ

た
調
味
料
や
副
食
材
で
す
。ド
レ
ッ
シ
ン

グ
や
ス
パ
イ
ス
、
調
味
塩
、
ご
は
ん
の
お
供

の
た
ぐ
い
で
す
。農
産
物
の
６
次
産
業
化

と
い
え
ば
調
味
料
と
い
う
く
ら
い
、
全
国

で
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
調
味
料
や

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
商
品
は
、
食
卓
の
上
で
メ
イ

ン
と
な
る
食
品
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も

脇
役
で
あ
り
な
が
ら
、
ラ
イ
バ
ル
が
非
常

に
多
い
ジ
ャ
ン
ル
で
す
。と
も
す
れ
ば
同

じ
地
域
で
同
じ
素
材
を
使
っ
た
類
似
商
品

が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
私
も
い
ろ
い
ろ
な
地
域
で
こ
う
し
た
商

品
に
取
り
組
む
事
業
者
さ
ん
の
相
談
を
受

け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ち
ょ
っ
と
変
な

話
で
す
が
、
皆
さ
ん﹁
き
ち
ん
と
お
い
し
い

も
の
﹂を
つ
く
ろ
う
と
し
て
、
そ
の
結
果
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
、
別
の
言
い
方
を
す
れ

ば
目
立
っ
た
特
徴
の
な
い
商
品
に
仕
上
げ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
も
と
も
と
競
合
の
多
い
ジ
ャ
ン
ル
で
す

か
ら
、
こ
れ
で
は
い
く
ら
お
い
し
く
て
も
、

消
費
者
が
そ
れ
を
選
ぶ
理
由
が
弱
い
の
で

す
。あ
ま
た
あ
る
競
合
の
中
か
ら
あ
え
て
選

ば
れ
る
に
は
、バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
何
と
な

く
お
い
し
い
も
の
を
つ
く
る
よ
り
も
、
目

立
っ
た
特
徴
が
あ
り
、そ
れ
を
誰
か
に
語
り

た
く
な
る
ほ
ど
と
が
っ
た
イ
ビ
ツ
な
商
品

で
あ
る
こ
と
の
方
が
望
ま
し
い
の
で
す
。

　
例
え
ば
、﹁
日
本
一
辛
い
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を

使
っ
た
〇
〇
﹂
と
か
﹁
日
本
一
ね
ば
り
の
強

い
納
豆
味
の
〇
〇
﹂と
い
っ
た
具
合
で
す
。

　
新
潟
の
亀
田
製
菓
が
つ
く
っ
て
い
る

﹁
ハ
ッ
ピ
ー
タ
ー
ン
﹂
と
い
う
商
品
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
で

売
ら
れ
て
い
る
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
の
代
表
的

な
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
で
す
。俵
型
の
せ
ん

べ
い
に
独
特
の
味
が
す
る
洋
風
の
調
味
粉

を
ま
ぶ
し
た
も
の
で
す
。

　
以
前
、取
材
で
製
造
工
場
の
中
ま
で
見
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。面
白

か
っ
た
の
は
、味
を
決
め
て
い
る

”魔
法
の

粉
“
の
濃
度
を
２
倍
、２
・
５
倍
に
増
量
し

た
商
品
を
投
入
し
て
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
こ
と

で
す
。開
発
担
当
者
に﹁
そ
れ
な
ら
３
倍
、
４

倍
に
増
や
し
た
商
品
は
ど
う
で
す
か
？
﹂と

聞
い
た
ら
、﹁
こ
れ
以
上
調
味
粉
を
入
れ
る

と
塩
辛
く
て
食
べ
ら
れ
な
い
か
ら
﹂と
言
っ

て
い
ま
し
た
。つ
ま
り
、
あ
え
て
特
徴
を
付

け
る
た
め
に
﹁
食
べ
ら
れ
る
限
界
ま
で
﹂
味

を
濃
く
し
て
み
た
、と
い
う
わ
け
で
す
。

　
先
日
テ
レ
ビ
で
見
か
け
た
長
野
県
の
サ

ン
ク
ゼ
ー
ル
が
展
開
す
る
﹁
久
世
福
商
店
﹂

の
商
品
開
発
に
も
似
た
よ
う
な
視
点
が
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。地
方
に
埋
も
れ
た
﹁
良

い
も
の
だ
け
ど
あ
と
一
歩
﹂の
商
品
を
発
掘

し
て
は
、そ
れ
が
持
つ
長
所
や
面
白
い
点
を

﹁
こ
れ
で
も
か
﹂
と
強
調
す
る
よ
う
に
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、特
徴
あ
る
商
品
に
育

て
て
全
国
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　﹁
良
い
も
の
な
の
に
な
ぜ
売
れ
な
い
﹂
と

嘆
く
な
ら
、何
と
な
く
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
も

の
よ
り
も
、２
番
で
な
く
１
番
を
目
指
し
て

と
こ
と
ん
と
が
っ
た
商
品
に
変
身
で
き
な

い
か
考
え
て
み
る
の
も
一
つ
の
戦
略
だ
と

思
い
ま
す
。

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
ま
で
振
り
切
っ
て
と
が
ら
せ
る
勇
気
を
」

ト
レ
ン
ト
通
信
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快進撃企業に学べ

1947年生まれ。福井県立大学教授、静岡文化芸
術大学教授。法政大学大学院政策創造研究科(地
域づくり大学院)教授、 同静岡サテライトキャン
パス長などを歴任。国や県、市町、商工会議所など
の審議会・委員会の委員を多数兼務している。著
書に『日本でいちばん大切にしたい会社』(あさ出
版)、『この会社はなぜ快進撃が続くのか』(かんき
出版)など。

会
長
　
坂
本 

光
司

人
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会

　
東
京
・
池
袋
駅
か
ら
東
武
東
上
線
に
乗

り
10
分
ほ
ど
の
と
き
わ
台
駅
で
下
車
し
、

車
で
10
分
ほ
ど
走
っ
た
商
店
街
の
一
角

に
、
３
階
建
て
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
あ
る
。

　
こ
こ
が
三
興
塗
料
株
式
会
社
の
本
社
で

あ
る
。
同
社
の
主
事
業
は
、
社
名
の
通
り

各
種
塗
料
や
塗
装
用
具
の
卸
売
り
で
あ

る
。
創
業
は
１
９
６
６
年
。
現
社
長
・
清

水
雄
一
郎
氏
の
父
の
睦
雄
氏
が
、
22
歳
の

と
き
、
脱
サ
ラ
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
創

業
の
き
っ
か
け
は
、
塗
料
メ
ー
カ
ー
に
勤

務
し
て
い
た
と
き
、
交
通
事
故
で
大
け
が

を
し
て
１
年
間
の
入
院
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
こ
と
。﹁
た
っ
た
一
度
の
人
生
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
み
た

い
﹂
と
考
え
、
あ
え
て
脱
サ
ラ
創
業
し
た

の
で
あ
る
。

　
事
業
は
、
そ
れ
ま
で
培
っ
た
経
験
や
技

術
が
生
か
せ
る
塗
料
に
関
す
る
事
業
を
選

択
し
た
が
、
お
世
話
に
な
っ
た
会
社
に
迷

惑
を
掛
け
た
く
な
い
と
、
市
場
は
、
あ
え

て
工
業
用
塗
料
や
、
そ
の
後
は
建
築
用
塗

料
分
野
を
選
択
し
た
。
近
年
で
は
、
よ
り

一
層
の
差
別
化
と
市
場
の
拡
大
が
見
込
ま

れ
る
一
般
家
庭
用
塗
料
分
野
に
特
化
し
て

い
る
。

　
努
力
が
実
り
、
創
業
以
来
54
年
間
、
リ

ス
ト
ラ
な
し
の
黒
字
経
営
を
持
続
し
、
社

員
数
は
35
人
と
少
数
な
が
ら
、
専
業
企
業

で
は
全
国
で
も
有
数
の
企
業
に
成
長
・
発

展
し
た
。

　
同
社
の
こ
の
間
の
成
長
・
発
展
の
要
因

は
、
創
業
者
の
入
院
体
験
か
ら
、
あ
え
て

急
成
長
・
急
拡
大
を
避
け
、
社
員
の
命
と

生
活
を
大
切
に
す
る
年
輪
経
営
︵
木
が
年

輪
を
重
ね
る
よ
う
に
、
少
し
ず
つ
確
実
に

会
社
を
成
長
さ
せ
る
経
営
︶
を
し
て
き
た

こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
、
独
自
技

術
と
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
造
・

確
保
し
て
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
熱
心

な
社
会
貢
献
活
動
を
継
続
し
て
き
た
こ
と

が
大
き
い
。

　
独
自
技
術
で
言
え
ば
、
全
国
に
は
塗
料

の
卸
売
業
者
が
約
３
１
０
０
社
存
在
し
て

い
る
が
、
そ
の
大
半
は
、
単
に
メ
ー
カ
ー

か
ら
仕
入
れ
た
塗
料
を
卸
売
り
す
る
だ
け

だ
が
、
同
社
は
差
別
化
を
図
る
た
め
、
自

社
で
調
色
︵
色
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
好
み
の

色
を
つ
く
る
こ
と
︶
技
術
を
有
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
調
色
技
術
を
有
す
る
企
業
は
、

全
国
に
数
社
し
か
な
い
と
い
う
。

　
も
う
一
つ
の
強
み
は
、
自
社
物
流
の
保

有
で
あ
る
。
同
業
者
の
多
く
は
、
そ
の
物

流
を
物
流
専
門
業
者
に
依
存
し
て
い
る

が
、
同
社
で
は
、
社
員
数
35
人
な
が
ら
、

２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
を
何
と
17
台
も
保
有

し
、
小
ロ
ッ
ト
・
短
納
期
・
ハ
イ
ス
ピ
ー

ド
を
求
め
る
顧
客
に
対
応
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
そ
し
て
、
社
会
貢
献
活
動
と
は
、
同
社

が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
、

全
国
の
障
害
者
施
設
に
、
清
水
社
長
を
は

じ
め
社
員
が
同
業
者
を
募
っ
て
出
向
き
、

施
設
の
塗
装
サ
ー
ビ
ス
を
施
設
の
職
員
や

利
用
者
と
共
同
で
実
施
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
。
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
九
州
ま
で
、
毎
年
、
約
15
カ
所
で
実

施
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
地
道
な

活
動
が
、
社
会
で
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

　
世
間
で
は
、
卸
売
業
は
構
造
的
不
況
産

業
な
ど
と
言
う
人
も
い
る
が
、
同
社
の
経

営
を
知
れ
ば
、
ど
ん
な
業
種
に
属
し
て
い

て
も
、
関
係
者
の
英
知
と
努
力
で
成
長
産

業
化
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

創
業
以
来
、赤
字
な
し
の
堅
実
経
営
を
続
け
る『
三
興
塗
料
』

（さかもと・こうじ）
坂本 光司

PROFILE

快
進
撃
企
業
に

学
べ



〒892-0842　鹿児島市東千石町1-38鹿児島商工会議所ビル13F

アクサ生命保険株式会社　鹿児島営業所

※ご加入にあたってはパンフレット・重要事項説明書
（契約概要・注意喚起情報）を必ずご覧ください。

○保障内容　　

【お問い合わせ】　

【定期保険（団体型）引受保険会社】

個人事業主・役員および従業員の福利厚生制度に！

生命共済制度生命共済制度
入院給付金付災害割増特約・ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付 定期保険（団体型）

鹿児島商工会議所　企業支援課　TEL 099-223-0011

会員
限定

不慮の事故により死亡したとき
〈死亡保険金(主契約)+災害保険金〉

上記以外の事由により死亡したとき
〈死亡保険金(主契約)〉

不慮の事故により
高度障害状態のいずれかになったとき
〈高度障害保険金(主契約)+災害高度障害保険金〉
傷害または疾病により
高度障害状態のいずれかになったとき
〈高度障害保険金(主契約)〉
不慮の事故により1日以上の入院をしたとき
(同一事故による入院は、更新前の入院日数を含み、通算60日限度)
〈入院給付金〉
ガンで1日以上の入院をしたとき
 (1年に1回限度)
〈ガン入院一時金〉
6大生活習慣病で1日以上の入院をしたとき 
(1年に1回限度)
〈6大生活習慣病入院一時金〉
ガンの治療を直接の目的とした先進医療による
療養を受けたとき
〈ガン先進医療一時金〉

日
帰
り
入
院
か
ら
保
障

入 

院
・
治 

療

高 

度 

障 

害

死 

亡

お支払事由
口数 2口

500
万円

100
万円

4
万円

3,000
円

2
万円

10
万円

100
万円

500
万円

1日につき

◆ガンや6大生活習慣病で入院した場合、ガンで
先進医療を受けた場合は一時金が支払われます。
◆法人が役員・従業員のために負担した掛金は、全
額損金に算入できます（法基通9-3-5）。また、個
人事業主が従業員のために負担した掛金は、全
額必要経費に算入できます（直審3-8）。
◆1年ごとに収支計算を行って剰余金が生じた場
合には、配当金としてお返しいたします。

24時間保障 診査なし 配当金も !

6大生活習慣病入院一時金
ガン入院一時金 ・ ガン先進医療一時金

健康増進に役立つ付帯サービスも
健診機関紹介サービス、禁煙外来紹介サービスなど

業務上・業務外を問わず 1年更新で医師の 剰余金があれば

15～60歳までの方は
2口の場合、月々の掛金　1,300円

～2020年度加入促進キャンペーンでもらえる！～
下記の記念品をプレゼントいたします

新規に4口以上
ご加入の事業所へ特典 1

新規に4口以上
ご加入の事業主の
お誕生日に

特典 2
スタンプ台 ワイン

現在ご加入中で、契約を更新（7月）
していただいた事業所へ
今治タオル

Happy
 Birthday

2段式

黒
朱肉



℡

鹿
児
島
商
工
会
議
所
会
報

昭
和
二
十
九
年
八
月
七
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

令
和
二
年
五
月
一
日
発
行

︵
毎
月
一
日
発
行
︶

発
行
　
鹿
児
島
商
工
会
議
所

印
刷
所
　
有
限
会
社
ク
リ
ア

定
価
　
四
百
円

︵
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
む
︶

鹿
児
島
市
東
千
石
町
一
│
三
八

鹿
児
島
商
工
会
議
所
ビ
ル
十
三
・
十
四
階

　
〇
九
九︵
二
二
五
︶九
五
〇
〇


